
仕事が楽しい人Ｆｉｌｅ．６４：勝見孝嗣さん（旅館支配人） 

 

 

 

◆川島なお美さんに褒められた勝見さんの丁寧な仕事 

 

第６４番目の仕事が楽しい人は、千葉の旅館で支配人を務める、 

勝見孝嗣さんです。 

 

勝見さんがおもてなしに関連する仕事に出会ったのは、高校２年生の時。 

携帯電話の購入資金を貯めるために、アルバイトを探したことから始まりました。 

 

たまたま目にした、家の近くのフレンチレストランの求人ポスター。 

そこに、“高校生採用不可”と明記されていたにもかかわらず勝見さんは応募。 

店主に一度は断られたにも関わらず、勝見さんはもう一度連絡し、「皿洗いでもいいから仕

事をさせてください」と訴え、採用が決定しました。 

 

仕事に就いた勝見さんは、皿洗いをしても接客をしても、レストランの仕事の何もかもが

楽しくて楽しくてしょうがなかったそうです。 

しかも、前掛けに黒のベストのユニホームにもカッコいいとはまり、大学進学の道をあっ

さりと捨て、そのまま、このレストランに就職してしまいました。 

 

ここで、勝見さんに「アルバイトをする前は、将来どのような仕事をしたいと思っていた

のですか？」と確認してみました。 

すると、勝見さんからは、 

「平堀さんに聞かれて思い出しましたが、設計士でした。今とは、まったく異なる職種だ



ったんですね」との回答が。 

 

やりたい仕事との出会いのきっかけが何になるのか、本当にわからないものです。 

 

次に、勝見さんに、このレストランに勤めていた時のとっておきのエピソードを聞いてみ

ました。 

「美人でワイン好きな女優さんなんですけど、ええっと、お名前は何でしたっけね」 

と言いながら、勝見さんは記憶をたどり、 

「そうそう、川島なお美さんが、レストランにいらっしゃったんですよ」 

と十数年前の出来事を思い出してくれました。 

 

川島なお美さんは、真っ赤なフェラーリに乗ってさっそうとお店に現れたそうです。 

 

私の川島なお美さんの印象は、思ったことをポンポン本音で返す女王様キャラ。   

こういう方への接客は、相当に気を遣うのだろうなと想像できるので、勝見さんに、 

「普段通りの対応はできたのですか？」と質問すると、 

「平堀さん、緊張したに決まっているじゃないですか。しかも、川島さんからは、最も怖

い依頼をされてしまったんです」。 

ここで、私の頭の中に「“最も怖い依頼”ってなんだろう？」という疑問が渦巻きます。 

このことを尋ねて返ってきた勝見さんからの答えは、 

「ワインは、勝見さんが選んでください」 

でした。 

川島なお美さんは、「私の血はワインでできているの」と宣言するほどのワイン通。 

こういう方に、ワインの選定を任されるのは、確かに“最も怖い依頼”です。 

しかも、当時の勝見さんの年齢は２０歳。仕事の経験もそこそこで、ワインの知識もそれ

ほどなかったわけですからなおさらです。 

 

勝見さんが選んだワインは、 

シャトー・レオヴィル・バルトン。 

川島さんから発せられた「古いワインが飲みたい」との一言をヒントに、このワインに決

めました。 

この時、川島さんは、勝見さんのなすことすべてを、じ～っと見つめていたそうです。 

ワインの抜栓では、川島さんの目がいっそう厳しくなったように感じられました。 

グラスにワインを注ぎワインを口にしたあと川島さんは、 

「あなたは、丁寧な方ね。ワインの扱い方で、その気持ちが伝わってきました」 

と、褒めてくれました。 



 

川島なお美さんに称賛された勝見さんの丁寧さは、どのようにして育まれたのでしょうか。 

 

それは、上司からの指導。 

 

とにかく、小さく細かいことを上司から、それはそれは厳しく指摘されました。 

例えば、 

・テーブルの上に置かれているすべてのモノのラインを整える 

 ナイフ、フォーク、皿、グラス、ナプキンなど、これらのラインが少しでも乱れている

と、手厳しく叱られました。 

・グラスは完ぺきに拭く 

 少しでもグラスに垢や汚れが残っていたらすべてのグラスの拭き直しを命じられました。 

 

勝見さんの上司が、これほど小さく細かいことに拘った理由は、 

「お客様へのおもてなしの思いは、言葉以上にモノに現れる」にてご案内しましょう。 

 

◆勝見さんが大切にするキーワード 

小さな前進、大きな飛躍 

小学校 3年生の時に担任の先生から掲げられたクラスのモットーで、今もなお心に残し、

人生の糧にしています。 

 

◆勝見さんのパワー○○ 

朝の珈琲 

美味しい珈琲を飲むと「今日もやるぞ」というスイッチが入ります。 

 

◆勝見さんのコツコツ 

帰宅後、お風呂につかりボーっとする 

湯船の中で頭と心を空っぽにすると、翌朝には、その日にやることがパッと浮かびます。 

 

◆お客様へのおもてなしの思いは、言葉以上にモノに現れる 

 

勝見さんの上司が、小さく細かいことに厳しかったのは、 

「お客様から、１万円、２万円という大金をいただくのだから、それに見合うサービスを

当たり前にしなければならない」 

という考えが根底にあったから。 

そして、 



「お客様へのおもてなしの思いは、言葉以上にモノに現れる」。 

なので、 

「お客様の目に映るモノすべてに最善の配慮や準備を施すのが、おもてなしのサービスに

従事する人の務めだ」 

という理由からでした。 

 

勝見さんは、この上司の指導の下でサービスの基礎力を高め、そして、若くしてレストラ

ンの責任者にもなりましたが、独立願望もあったため、２３歳の時にレストランサービス

とは異なる業界に就職しました。 

勤めていたレストランに食事に来られていた大手住宅販売会社の所長さんに声をかけられ

るという縁もあり、勝見さんは、住宅の営業マンに転身。 

「営業力がなければ、独立しての経営は務まらない」との考えも重なり、迷いなく異業種

の世界に飛び込みました。 

 

勝見さんは、３年ほど住宅営業の仕事をしたのですが、当時を振り返えると、 

「つらかった」 

の一言につきる経験だったそうです。 

それは、任されたエリアの飛び込み訪問を、毎日１０００件。 

門前払いの繰り返しで、１年６ヶ月間、注文がまったく取れなかったから。 

しかも、週次の会議では上司から激しく叱責され続け、このつらさから逃げ出したいとの

思いも募ったのですが、勝見さんは、 

「結果を出さずに辞められない」 

という意地にも近い覚悟を支えに仕事を続けました。 

 

ある時の１件の注文がきっかけになり実績が上がりだし、 

３年目に入ると、１年間で１０件を受注。 

全国で３位の成績を残しました。 

 

結果を出した勝見さんは、晴れやかな気分で辞表を提出し元の業界に復帰。 

そして昨年１月、千葉の旅館に支配人として就職しました。 

 

勝見さんの出身地は静岡県の伊東。 

これまで、静岡県内で仕事をしてきましたが、再就職先は別天地の千葉。 

静岡と比べて観光産業は発展途上の地域にある旅館に身を転じたのでした。 

 

決め手は、旅館の経営者の人柄。 



「人を大切にする」 

思いがにじみ出ている社長と面接をして、 

「この人と一緒に働きたい」 

との気持ちにスイッチが入ったのだそうです。 

 

支配人の第一の務めは、スタッフ社員のチーム創り。 

この第一歩として勝見さんは、採用に拘りました。 

旅館には多くの人手が必要となるので、応募者をすべて採用したいところなのですが、 

「この人なら」 

と思える人しか採用しませんでした。 

極端な話、数十名の応募があっても採用なしとなったこともあったそうです。 

この期間、人材不足の負担を現社員と分かち合いながら方針を貫き、今では、 

「この人なら」 

と太鼓判を押せるスタッフたちでチームを編成することができました。 

 

勝見さんのチーム創りは始まったばかり。 

ですので、スタッフにはたくさんの能力向上課題があり、日々問題も発生しています。 

でも勝見さんがスタッフのことを語る表情は、つねに笑顔でした。 

それは、 

「彼ら彼女らなら、心のこもったサービスを演技ではく、心底実践してくれる」 

という自信と信頼が勝見さんにあるからだと、私には感じられました。 

 

◆勝見さんのプロフィール 

職業：支配人 

所属：株式会社紀伊乃国屋（http://www.awa-kinokuniya.com/）  

  

◆支配人とは？ 

（Career Gardenのサイトから抜粋しました） 

ホテルや旅館の管理職は、一般企業のように課長、部長といった肩書きが使われていない

ことが多いです。その代わりに、マネジャー、主任、支配人などが使われ、ホテルでもっ

とも上の立場に位置する人のことを「総支配人（GM、ジェネラルマネジャー）」と言います。 

ホテルは「宿泊部門」「宴会部門」などいくつかの部門で分かれていますが、総支配人は、

それらの部門の支配人を統括する存在。その上に社長や会長がいる場合でも、ホテルの最

高責任者として実質的に現場を統括しているのは総支配人であることが多いです。 

 

総支配人の仕事 

http://www.awa-kinokuniya.com/


総支配人は日々さまざまな仕事に追われていますが、おもな仕事内容は以下のとおりです。 

＜1.ホテルの施設や設備をチェック＞ 

掃除は行き届いているか、壊れている設備がないかなどを歩き回って確認します。 

＜2.ホテルで決められたサービスがなされているかのチェック＞ 

各ホテルでは、サービスの基準が設定されています。それらが守られているか確認します。 

＜3.お客さまへの対応＞ 

総支配人であっても、現場に出て直接お客さまとやり取りする機会は多くあります。また、

各界の著名人やお得意様がいらした際には、必ず挨拶を行います。 

＜4.経営状態の確認＞ 

ホテルの経営状況（売上やコストなど）を確認。また、ホテルとしての経営方針や計画な

どを考えます。 

 

◆支配人に求められる能力 

社交性：誰とでも会話できる力 

気配り力：人のしぐさを見て、何を求めているのかを察する力 

思いやり：他者の思いを感じとり、それに寄り添える力 

行動力：考えるよりも先に体が動く力 

前向きさ：出来ない理由よりも出来ることを発想する力 

 


